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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・日精協より障害者自立支援法の抜本的見直しを求めることに関する請願書の署名活動のお願いが来ていますので10/22（水）までに署名のご協力お願いします。Bユニットホワイトボードに置いてあります。

・プロセスレコードの研修が全ての職員対象で行われます。

日時：10月31日（金）　17：30～

場所：病院2階　会議室

講師：佐藤AOM
参加希望の方は、事前に添付した用紙に事例を記載し佐藤AOMに提出してください。
（当日朝　締め切りとします）

· 10/22（水）・23（木）・24（金）に夜勤者の検診があります。病棟にスピッツを置いていますので実施予定日に採血を行って下さい。問診票の記載もお願い致します。

1 スピッツの氏名を必ず確認してください。

2 採血終了後、旧デイケア室へ採血したスピッツを持ってきてください。

3 予定日に採血できなかった場合はメモに次に実施する日付と氏名を記載し旧デイケア室へ持ってきて下さい。

＜患者様連絡事項＞

・久保　清美様～サンコバ点眼薬がなくなり継続処方となっています。本人より「目薬を　つけていると調子がいいので続けたい」と話しています。

・寺地　利代子様～本人様より「気持ちが落ち着かない。入金があったので外出して気分転換したい。セルリアンでもいいです。お金がないのは分かっているし無理はいわないけど」と話しています。主治医に情報提供し本人から「セルリアンに行きたい」と希望あり主治医よりスタッフ付き添いで許可となっています。

　　　　　　　　　本日、スタッフ付き添いでセルリアンへ行きココアとパウウンドケーキ（費用200円）を食べて母様と連絡がとれずに心配なことを話しています。セルリアンの職員から工房に来ている寺地様の弟様の情報で母様は外には出れないが家の中は歩行できていること・食事の準備や入浴の介助は工房に来ている弟様が行っていることを聞き安心した様子みられています。「まずは自分もよくなって退院し母の世話ができるようになりたい」と話しています。

　　　　　　　　　今後も金銭管理はスタッフと話し合い残金を確認して外出を本人と話し合い検討していきましょう。

・高橋　幸雄様～10/18（土）9：00～10/19（日）16：00までリンゴの収穫作業の為、外泊希望予定です。帰院時、Bユニットスタッフオフィスのホワイトボードにある「家族教室参加票」をご家族より確認し記入お願いします。
· 八森　正様～担当スタッフと喫煙本数・時間を決めていますがタバコを受け取った後に

　　　　　　　時間を変えて「もらってない」とスタッフオフィスへ来所することあります。スタッフと話し合い「タバコチェック表」を朝・13時・19時で作成し　ましたので本人様と確認し5本渡しましたら丸をつけて下さい。

・小保内　千夏様～母様より内科受診の希望あり主治医より許可となり本日外出へされています。母様へ受診する病院を確認すると「日赤病院へ行こうと考えている」と話しています。帰院時間の16時を過ぎても連絡なく16時49分に帰院し母様は帰られています。本人より「日赤病院へ行ったが紹介状がないとだめだ（本人が主治医診察時、紹介状を拒否していた）と言われて受診できず食事をしてきた」と話しています。スタッフより帰院時間に遅れる場合は連絡していただきたいこと説明しています。本人より便に血が混じることはもうないと話しています。

　　　　　　　母様面会時、再度外出の帰院時間に遅れる場合は連絡をいただきたいこと・帰院時はすぐに帰るのではなく本人様へ付き添っていただきたいことを説明していきましょう。

· 鈴木　茂子様と清水　進様がホールでテレビのチャンネル争いをしていることあります。トラブルに注意していきましょう。

＜部屋移動検討＞

· 青木君夫様より夜間、同室患者様（八森　正様）の「物音が気になり眠れない。我慢している」と訴えがあります。　　

　　青木　君夫様　29号室→27号室

蛭名　豊美様　27号室→29号室へ移動となっています。

　青木君夫様は移動後、表情よく「静かで助かる」と話しています。蛭名　豊美様の夜間の睡眠状態を観察していきましょう。

＜猪股Dr診察状況＞

・大橋　照子様～診察時「薬を減らして欲しい。体に症状が出たらどうするのか。安全な　　　　薬かどうか心配だ。言いたいのはそれだけ。」と話し主治医より薬の必要性について説明しています。外出希望あり主治医よりスタッフ付き添いであれば許可されています。本人と話し合いご家族に確認し外出を検討していきましょう。

＜花見について＞

対象者：院内の花見10名(付き添い必要は3名　マス様・幸男様・典子様)

(措置入院　4名　岡田様・青木様・出河様・久保様)
院外の花見30名
お菓子について：患者様の唯一の楽しみなので和菓子があった方が良いのではないか。

患者様にも聞いたところ、「和菓子を食べたい」と意見があった。

糖尿病の患者様は主治医に確認していく。

低カロリーのものを検討してはどうか。

＜9月後半の西病棟の意見箱内容＞　接遇向上・苦情対応委員より

ご意見：○○患者さん、今朝も早起きしたら、図々しくコーヒーくれないかって言いまし

　　　　た。断り方を教えて下さい。　　　　　　　　　　　　　　

回答：患者様からコーヒーをくれないかと声をかけられ、断れず困っている様子をお察し致します。困っている事がございましたら一人で悩まず職員へお話し下さい。断り方は大変難しい対応技術です。職員と共に普段の生活の中で、またSSTで練習する方法もございます。練習を生かし、断る実践をして頂きたいと思いますが、断りきれずトラブルになりそうな時、自信が無い時は、職員が対応致します。

ご意見：いくら患者とはいえ、若いスタッフに頭ごなしに叱られ、横柄な態度をとられると嫌な気分になります。それなりに人生きてきています。

回答：職員の対応で不快な思いをさせてしまい、大変申し訳ございませんでした。人生経験の先輩である皆様に横柄な態度で対応した事は恥べき事と受け止めさせて頂き、職員に対する厳重な指導と、今後の対応について職員間で話し合い改めていきたいと思います。

→スタッフの対応で患者様に不快な思いをさせています。患者様に対して丁寧な対応を心がけましょう。サービス業であることを忘れないようにしましょう。

ご意見：入院し6年目になりました。入院生活が快適になってきましたが、また我がままになり怒りたい症状にかられて困っています。後どのくらいで退院できるのでしょうか？気が遠くなります。ここでは治せないのかもしくは治らないのでしょうか。

回答：退院できないもどかしさと、精神的に不安定でとても辛い様子をお察し致します。

　　　先生との面談や、スタッフとの話し合いの中で精神状態を安定させる為の訓練方法や、どうすれば退院ができるか話し合いが必要かと思います。規則的な生活が出来ているか、安定した睡眠がとれているか、作業療法は集中し手休め無くて出来ているか、内服管理は出来ているか、積極的に自分から交流を持てているか、トラブル時の対応方法は出来るか、ストレス対処方法の考え方や工夫など気持ちの安定さを含め、退院し社会で生活する為の訓練にはたくさんの過程があり、たくさんの訓練がございます。一つ一つ訓練を積み重ねる中で、十分に出来ず地域周囲の方々の手助けが必要な事もあるとは思いますが、生活に支障がない状況に持っていく事で自信をもって頂きたいと思います。担当スタッフにたくさん相談をもちかけ悩んでいる事、困っている事を話し、今、貴方の望む訓練と必要な訓練、その方法を一緒に考え実践して頂く事を応援したいと思います。

＜小坂先生の診察介助について＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　福田　恵子NS

○南病棟　生活訓練室でスタッフと実際に物品確認している。　　　　

現在、小坂先生の勉強会は終了しているので診察が必要な場合は他病棟に診察があるか確認し小坂先生に電話が必要。

1 朝に病棟でスケジュール確認をする。（時間）

2 南病棟に朝１番で小坂先生の診察があること・時間を電話連絡する。婦人科カートも使用する際は使用することを連絡する。

3 時間に余裕を持って30分前には会場（生活訓練室）準備・物品準備（新聞紙・カート・ディスポ手袋等）する。

4 南病棟Ａユニットから小坂先生が来所される。

5 患者様のカルテ・処方箋を準備し患者誘導は10分前までには行い患者様と部屋の前で待機する。

6 診察（小坂先生の指示に合わせて）

7 次回の日付・必要物品の確認を行う。

○婦人科カート→東病棟Dユニットの休憩室に置いてあるので物品を確認し生活訓練室に運ぶ。

　物品確認：洗面器・鑷子・膿盆・クスコ（南病棟にある）

処置キット・ガーゼ・滅菌手袋・ディスポ手袋・新聞紙

イソジン・オキシドール・ピオクタミンブルー・フラセチンパウダー

ボラギノールA・１CCカルボカイン・生理食塩水（瘡部洗浄時）

○婦人科処置台

1 処置台・ライトの電源を入れる。ライトの向きを合わせる。

②処置台にはデイスポのロールシーツを敷き、新聞も用意しておく


　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　診察位置　　乗降位置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←処置台の診察・乗降位置のぺダル


上昇　　　　前傾　　　　　

　　　

　　　　　　　　　下降　　　後傾
















